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昨
年
６
月
に
東
洋
経
済
新
報
社
が
発
表
し
た
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
北
海
道
内
で
名
寄
市
が
再
び

第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
評
価
で
あ
り
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
あ
ら
た
め

て
郷
土
名
寄
市
を
開
拓
、
創
ら
れ
た
先
人
先
輩
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
情
熱
と
努
力
に

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
名
寄
駐
屯
地
が
６
月
に
創
立
60
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
、「
自
衛
隊
の
ま
ち
な
よ
ろ
」
を
再
認
識
し
、

そ
し
て
全
国
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
政
府
が
、
北
海
道
自
衛
隊
の
重
要
性
を
認
識
し
防
衛
計
画
に
盛
り
込
ん

だ
こ
と
は
、
名
寄
市
に
と
っ
て
、
安
全
安
心
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地
域
振
興
の
側
面
か
ら
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
に
は
Ｊ
Ｒ
名
寄
駅
前
に
新
た
な
名
寄
市
の
顔
と
な
る
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ
「
よ
ろ
ー
な
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
市
民

は
も
ち
ろ
ん
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
を
い
た
だ
き
、
駅
前
に
も
活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
名
寄
市
の
南
の
玄
関
口
で
あ
る
「
道
の
駅
」
も
相
変
わ
ら
ず
の
活
況
で
す
。
そ
の
大
き
な
特
色
が
「
も
ち
」。

ふ
う
れ
ん
特
産
館
の
発
信
力
に
加
え
、
名
寄
の
「
も
ち
」
が
伊
勢
神
宮
の
銘
菓
「
赤
福
」
の
原
料
で
あ
り
、
日
本
一
の

生
産
量
と
品
質
を
誇
る
産
地
で
あ
る
こ
と
が
内
外
に
確
実
に
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。「
も
ち
」
は
、
ハ
レ
の
日
の
節

目
に
は
必
ず
登
場
す
る
日
本
の
文
化
そ
の
も
の
で
す
。
昨
年
か
ら
名
寄
市
の
一
歳
の
子
ど
も
全
員
に
、
健
康
繁
栄
の
願

い
を
込
め
て
「
一
升
餅
」
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
「
名
寄
の
も
ち
」
を
広
く
大
き
く
発
信
し

て
参
り
ま
す
。

　
ご
当
地
グ
ル
メ
「
な
よ
ろ
煮
込
み
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
は
、
北
北
海
道
の
畜
産
拠
点
で
あ
る
名
寄
市
立
食
肉
セ
ン
タ
ー

を
運
営
い
た
だ
い
て
い
る
ニ
チ
ロ
畜
産
の
ご
協
力
を
得
て
、
こ
ち
ら
も
全
国
展
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
ま
わ

り
は
も
ち
ろ
ん
、
高
品
質
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
特
色
あ
る
冬
野
菜
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
、
日
本
最
北
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
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計
画
、
薬
草
振
興
な
ど
、
名
寄
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
取
り
組
み
が
芽
を
出
し
始
め
て
い
る
の
も

非
常
に
楽
し
み
で
す
。

　
今
春
に
は
名
寄
市
立
総
合
病
院
の
精
神
科
を
中
心
と
す
る
新
病
棟
が
い
よ
い
よ
完
成
し
、
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
医
療
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
い
ざ
と
い
う
時
の
地
域
住
民
の
安
全
安
心
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
文
化
創
造
拠
点
と
し
て
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
（
仮
称
）
市
民
ホ
ー
ル
は
、
来
春
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
関
係
団
体
を
は
じ
め
市
民
と
対
話
を
重
ね
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
名
寄
市
立
大
学
の
児
童

学
科
４
大
化
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
国
が
進
め
る
新
た
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
や
名
寄
市
が
策
定

す
る
支
援
事
業
計
画
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
名
寄
市
全
体
で
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
を
守
り
育
て
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
国
内
を
見
る
と
、
昨
年
来
か
ら
の
日
経
平
均
株
価
は
１
・
５
倍
に
な
り
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
決
定
は
、
国
民
に
大
き
な
希
望
を
与
え
ま
し
た
。
一
方
で
国
内
人
口
は
既
に
減
少
に
転
じ
、

特
に
地
方
の
過
疎
化
は
深
刻
で
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
農
政
改
革
な
ど
の
政
策
は
効
率
重
視
で
あ
り
、
地
域
社
会
に
明
る
い
兆

し
は
な
か
な
か
見
え
な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　
し
か
し
地
球
規
模
で
み
れ
ば
、
人
口
は
増
加
の
一
途
、
特
に
ア
ジ
ア
の
急
速
な
発
展
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
中
国
な
ど
の
大
気
汚
染
、
地
球
規
模
で
の
天
災
、
環
境
破
壊
、
食
料
や
水
不
足
。
こ
う
し
た
世
界
の
動
き

を
読
む
と
、
名
寄
市
の
よ
う
な
安
心
安
全
で
自
然
豊
か
な
地
域
の
可
能
性
は
無
限
に
広
が
り
ま
す
。

　「
ロ
ー
カ
ル
に
こ
だ
わ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
発
想
す
る
」。
名
寄
の
持
つ
地
域
資
源
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
持
続
可

能
な
地
域
経
営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
と
も
積
極
的
に
繋
が
り
、
名
寄
を
発
信
す
る
こ
と
が
今

ま
さ
に
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。「
郷
土
愛
」
と
「
挑
戦
す
る
気
概
」
を
持
っ
た
　
人
財
　
を
育
む
こ
と
が
、
地
域
の

さ
ら
な
る
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

　
東
京
都
杉
並
区
と
の
ご
縁
か
ら
、
台
湾
と
の
交
流
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
ず
は
中
学
生
、
高
校
生
の
人
財
交

流
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
地
域
振
興
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
可
能
性
を
求
め
て
、
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
行
動
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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① ▼

１月　輝け！なよろもちつき大会

２月　災害時相互援助に関する協定締結式

３月　風連日進小中学校閉校

　　　一般国道４０号名寄美深道路が開通

　　　風連国民健康保険診療所の松田好人所長が日　

　　　本医師会赤ひげ大賞を受賞

４月　駅前交流プラザ「よろーな」がオープン①

　　　誕生餅もち助成事業スタート

　　　道北市長会構成市相互の応援に関する覚書書　

　　　締結式

　　　道の駅「もち米の里☆なよろ」が５周年

５月　サンピラーメガソーラー発電所工事着工

６月　かみかわ「まるごと食べに」よろーなフェス　

　　　タ～なよろアスパラまつり～開催

　　　陸上自衛隊名寄駐屯地創立60周年記念行事②

　　　名寄市暴力団排除に関する協定書調印式

　　　智恵文小学校開校１１０周年記念に熱気球搭

　　　乗体験

　７月　なよろから始まる｢ジンギあり戦い｣を開催

　　 　「名寄ふるさと大使」委嘱状交付式

　　　　第１回有森裕子なよろひまわりリレーラン

　　　　開催③

　９月　第１回ふうれん街なかマルシェ開催

　　　　旭栄区町内会・高見区町内会で防災共同訓

　　　　練を実施

　　　  (仮称）市民ホール整備事業（工事着工）

１０月　地域おこし協力隊農業支援員として橋本誉

　　　　志さんと平澤宏幸さんを委嘱④

　　　　北国博物館来館者２５万人を突破⑤

　　　　名寄ピヤシリ子ども育成協議会タイムカプ

　　　　セル開封式

　　　　ＳＬ排雪列車｢キマロキ｣保存会が北海道文

　　　　化財保護功労表彰を受賞

１１月　北海道日本ハムファイターズ「179市町村

　　　　応援大使」で稲葉篤紀選手と村田和哉選手

　　　　が名寄市の応援大使に決定⑥

１２月　サンピラーメガソーラー発電所竣工式

　　　　台湾、杉並区、南相馬市、本市の中学生が

　　　　台湾で野球交流

② ▼
③ ▼

④ ▼

⑤ ▼

⑥ ▼

2013トピックス
平成25年名寄のおもな出来事



 ５ 平成26年1月号

■
問
い
合
わ
せ
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
　
　
０
１
６
５
４
③
３
４
６
５
　

　｢

地
方
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律｣

の
施
行

に
伴
い
、｢

社
会
教
育
法｣
の
一
部
が
平
成

25
年
６
月
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
の｢
基
準｣

に

つ
い
て
、
文
部
科
学
省
令
を
参
酌※
し
、

市
の
条
例
を
一
部
改
正
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
現
在
、
名
寄
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
条
例
に
基
づ
き
「
名
寄
市
社
会
教

育
委
員
設
置
条
例
の
一
部
改
正
(案)｣

を
公

表
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(1)
名
寄
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧

U
R
L

＝w
w
w
.city

.n
a
y
o
ro
.lg
.jp
/

↓
各
種
情
報
↓
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

(2)
指
定
場
所
で
の
閲
覧
　
　

　
市
役
所
（
名
寄
庁
舎
・
風
連
庁
舎
・
智

恵
文
支
所)

、
図
書
館
（
名
寄
本
館･

風
連

分
館)

、
北
国
博
物
館
、
市
立
大
学
の
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
、
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

駅
前
交
流
プ
ラ
ザ
「
よ
ろ
ー
な
」

　
指
定
場
所
に
備
え
付
け
の
「
意
見
提

出
用
紙｣

に
住
所
と
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

持
参
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
、
電
子

メ
ー
ル
な
ど
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お｢

意
見
提
出
用
紙｣

は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
意
見
提
出
先

◇
持
参
の
場
合

　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

◇
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

　
Fax
０
１
６
５
４
②
２
３
５
６

◇
郵
送
の
場
合

　
〒
０
９
６

－

０
０
２
３

　
名
寄
市
西
13
条
南
４
丁
目

　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

宛

◇
メ
ー
ル
の
場
合
　

　n
y
-p
u
b
lic
@
c
ity
.n
a
y
o
ro
.lg
.jp

◆
提
出
期
限
　
１
月
31
日
(金)

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　(

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
内)

　
　
０
１
６
５
４
②
２
２
１
８
　

●
公
表
の
方
法

●
問
い
合
わ
せ

●
意
見
の
提
出
方
法

市民の皆さんの
意見を反映する

パブリック
コメント

■パブリック・コメント

　
現
在
、(

仮
称
）
市
民
ホ
ー
ル
の
建
設
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
完
成
後
、
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
と
一
体
的
に
活
用
す
る
た

め
、
同
セ
ン
タ
ー
も
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

　
改
修
工
事
期
間
中
は
、
利
用
す
る
方
の

安
全
、
利
便
性
を
考
慮
し
、
次
の
期
間
、

施
設
全
体
を
休
館
し
ま
す
。

　
市
民
、
利
用
団
体
の
皆
さ
ま
に
は
大
変

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
期
間
中
も
事
務
室
に
は
管

理
部
門
を
含
む
職
員
が
在
駐
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
訪
ま
た
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
改
修
内
容
（
予
定)

　
諸
室
（
多
目
的
ホ

　
ー
ル
、
市
民
工
芸
室
、
生
活
研
修
室
、

　
視
聴
覚
研
修
室
な
ど
）
、
衛
生
給
排
水

　
設
備
（
ト
イ
レ
、
暖
房
配
管
な
ど
）
、

　
お
よ
び
外
壁
の
改
修

▼
休
館
期
間
　
４
月
23
日
(水)
〜
６
月
30
日

　
(月)

※

休
館
期
間
中
、
古
着
・
廃
食
油
回
収
ボ

　
ッ
ク
ス
の
設
置
も
休
止
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
　
管
理
係

　
　
０
１
６
５
４
②
２
２
１
８

　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
に
と
も
な
う
休
館
の
お
知
ら
せ

平
成
25
年
度
　
名
寄
市
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
選
作
品

｢

名
寄
市
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部
改

正
(案)｣

に
対
す
る
市
民
意
見
を
募
集
し
ま
す

【
小
学
校
の
部
】
最
優
秀
作
品

　
い
じ
め
は
ね
　
ど
ち
ら
も
心
が
　
傷
つ
く
よ
　
　
智
恵
文
小
学
校
　
後
藤
　
智
詞
く
ん

【
中
学
校
の
部
】
最
優
秀
作
品

　
笑
顔
咲
け
　
未
来
の
た
め
の
　
今
が
あ
る
　
　
名
寄
東
中
学
校
　
大
島
　
久
留
充
さ
ん

【
高
校
の
部
】
最
優
秀
作
品

　
思
い
や
り
　
非
行
を
な
く
す
　
合
言
葉
　
　
　
　
名
寄
高
等
学
校
　
葛
西
　
和
樹
く
ん

今
月
号
か
ら
３
回
に
分
け
て
入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

※

参
酌…

十
分
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
準



　ぼくの将来の夢は、

トランポリンで2020年

東京オリンピックに出

ることです。

　理由は、内村航平選

手のように２回転、３

回転を決めてオリンピ

ックで金メダルを取りたいからです。2020年

にオリンピックの代表選手になれるように練習

をがんばりたいです。

風連中央小学校５年

小泉  秀斗くん
しゅうとこいずみ

　ぼくの夢は、お父さ

んの後を継ぐことです｡

理由は、仕事をしてい

るお父さんがかっこい

いからです。

　仕事の電話とかが入

ってきて一緒にいる時

間が少ないけど、一生けん命はたらいているお

父さんはかっこいいと思います。そんな家族の

ためにがんばるお父さんみたいな父親になりた

いです。

名寄南小学校５年

倉澤康輔くん
こうすけくらさわ 

　私の将来の夢は、パ

ティシエになることで

す。パティシエになろ

うと思った理由は、お

いしいおかしをみんな

に食べてもらいたいか

らです。

　そのためには、これからもおかし作りをして

いき、おかし作りが上手な姉にたくさん教えて

もらいたいです。

名寄東小学校５年

犬飼  愛海さん

ま な みいぬかい

　私の将来の夢は、全

日本バレーボール選手

になる事です｡理由は､

今、バレーボールを習

っているし、バレーボ

ールを見ている人に、

元気や感動を与えたい

からです。私が全日本の選手になったら、木村

沙織選手のように、スパイクでいっぱい点をと

れる選手になってチームの中で活躍したいで

す。そのために、バレーボールも勉強もどちら

もがんばりたいです。

名寄西小学校５年

神林  愛音さん
あ い ねかんばやし

今年の干支は「 午 」午年生まれの子どもたちに、
将来の夢や今年の目標などを語っていただきました。

え と うまうま

【５０音順】

 広報なよろ第94号 ６



 7 平成26年１月号

東風連小学校５年

堀口  響くん
ひびきほりぐち

　ぼくの将来の夢は、

自衛隊に入ることです｡

理由は、ぼくがならっ

ている銃剣道の先生が

自衛隊だからです。そ

れに、自衛隊では色々

なめんきょがとれると

お母さんに聞いたからです。

　これからは、いっぱい勉強して自衛隊に入れ

るようにがんばりたいと思います。

　ぼくは、ずっと漁師

になりたいと思ってい

ます。この前、学校の

社会の授業で、最近は

輸入などで国産の魚が

少ない事を知りました。

　輸入に負けないぐらいいっぱい魚を捕ろうと

思います。そのためにはまず魚に詳しい大学に

入り､誰か別の漁師さんに弟子入りして､仲間を

集めて、立派な漁師になりたいです。

豊西小学校５年

平野  聖晃くん

まさあきひ ら の

　ぼくの夢は農場で働

くことです。理由はお

父さんが農業で働いて

いて、ぼくはおもしろ

そうだと思い、興味を

もったからです。それ

にお父さんを見ていて

かっこいいなと思ったからです。

　これからはたくさんお父さんが仕事をしてい

るところを見て、牛のことやエサのことや機械

のことを勉強して、みなさんにおいしい牛乳を

届けたいです。

中名寄小学校５年

平間  有人くん
あ り とひ ら ま

風連下多寄小学校５年

横山  光一くん
こういちよこやま

　僕の将来の夢は「ト

ラックの運転手｣です。

　なぜなら、トラック

の運転手として働いて

いるお父さんの姿に何

よりもあこがれている

からです｡家族のため、

東京や九州などの遠い所で働いている姿はとて

もかっこいいです。もし夢がかなったら、お父

さんのように笑顔を届けられる運転手になりた

いです。そのために、これからも勉強を頑張り

ます。

　私の将来の夢は、看

護師になることです。

理由は病院に行くとい

つも優しい看護師にあ

こがれているからです。

　そのために、勉強を

たくさんし、言葉づかいにも気をつけていきた

いと思います。この仕事は人の命がかかってい

る大切な仕事です。今からどんな仕事にも責任

を持ち生活していきたいと思います。そして、

優しい看護師になりたいと思います｡

名寄小学校５年

杉澤　華奈さん
は　なすぎさわ

　私の将来の夢は、獣

医師です。動物管理セ

ンターにいる動物達は

人間に捨てられてかわ

いそうな思いをしてい

ます。

　私が飼っている犬も

管理センターから引き取りました。私は、動物

が大好きなので、獣医師になってたくさんの動

物たちの命を大切にし、救っていきたいです。

智恵文小学校５年

佐久間 永遠光さん
と わ こさ く ま

■ぼくの夢 わたしの夢　



 広報なよろ第94号 8

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

稲葉 篤紀選手
 [内野手]
背番号 41

村田 和哉選手
 [外野手]
背番号 51

北
海
道
179
市
町
村
応
援
大
使
と
は

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
が
毎
年
18
市
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ

２
人
の
選
手
を
応
援
大
使
に
一
年

間
任
命
し
、
10
年
間
で
北
海
道
179

市
町
村
を
全
力
で
応
援
す
る
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
プ
ロ
野
球
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
企
画
す

る
北
海
道
179
市
町
村
応
援
大
使
に
名
寄
市
が
当
選
し
、
昨

年
11
月
23
日
開
催
の
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、

選
手
ド
ラ
フ
ト
の
結
果
、
稲
葉
篤
紀
選
手
と
村
田
和
哉
選

手
が
名
寄
市
の
応
援
大
使
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
１
月
か
ら
１
年
間
、
名
寄
市
を
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
18
日
に
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
担
当
者
が
市
役
所
名
寄

庁
舎
に
来
庁
し
、
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

稲
葉
選
手
と

村
田
選
手

稲
葉
選
手
と

村
田
選
手

稲
葉
選
手
と

村
田
選
手

が
名
寄
市
の
２
０
１
４
応
援
大
使
に
決
定

問い合わせ　企画課広報推進係（名寄庁舎３階）　０１６５４③２１１１　内線３３０７

幌加内町

　朱鞠内湖ワカサギ釣り

　　１月から３月までの朱鞠内湖は、ワカサギシーズン。

　朱鞠内湖のワカサギは、道産子が認める一級品です！

　ぜひお楽しみください。

　・と　き　１～３月 

　・ところ　朱鞠内湖

　・問い合わせ　朱鞠内湖淡水漁業協同組合

　　　　　　　　　０１６５(３５)２４７０

　

和 寒 町

　各種大会のお知らせ

　①第３５回全道ジュニアクロスカントリー和寒大会

　　・と　き　１月２５日(土) 

　②ジュニア技術選手権道北ブロック大会

　　・と　き　１月２６日(日) 

　①②共通

　　・ところ　和寒東山スキー場

　　・問い合わせ　和寒町教育委員会

　　　　　　　　　０１６５(３２)２４７７

　第２５回わっさむ極寒（ごっかん）フェスティバル

　　冬の寒さを楽しむにはもってこいのイベント。毎年大

　好評の食べ放題コーナーや大ビンゴ大会など、ぜひご家

　族で和寒の冬を体験してみませんか？

　　・と　き　２月２日(日) 

　　・ところ　大地の広場(広域カントリーエレベーター周辺)

　　・問い合わせ　わっさむ極寒フェスティバル実行委員会

　　　　　　　 　（和寒町観光協会内）

　　　　　　　　　０１６５(３２)２３４１

 

ー定住自立圏の構成市町村のイベントを紹介しますーー定住自立圏の構成市町村のイベントを紹介しますー

むら た    かず やいな  ば    あつのり



 9 平成26年1月号

「なよろコミュニティバス」実証運行

東西乗り継ぎなしの
｢東西まわり｣が運行しました！

【利用料金】大　人　１５０円
　　　　　　子ども　　８０円
※コミュニティバス間の乗継料金はありません

路
線
・
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
７
月
に
実
証
運
行
を
ス
タ
ー

ト
し
た｢

な
よ
ろ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス｣

は
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
の
ほ
か
、
ア

ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り
調
査
、
地
域
懇
談

会
な
ど
で
約
９
０
０
人
か
ら
ご
意
見
な
ど

を
い
た
だ
き
、
昨
年
12
月
20
日
か
ら
路

線
・
ダ
イ
ヤ
の
一
部
を
見
直
し
、
新
た
に

運
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
高
齢
者
か
ら
は

名
寄
東
病
院
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
バ

ス
を
乗
降
し
な
い
１
つ
の
路
線
、
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
は
徳
田
線
や
郊
外
路
線
と
の
接

続
を
求
め
る
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
﹁
乗

り
継
ぎ
﹂
が
課
題
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

｢

乗
り
継
ぎ｣

を
は
じ
め
、
各
団
体
か
ら

の
要
望
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し
、
名
寄

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
お
い

て
検
証
さ
れ
、
課
題
の
改
善
を
図
る
た
め
、

新
た
に
乗
り
継
ぎ
な
し
の
﹁
東
西
ま
わ
り
﹂

を
設
け
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

見
直
し
に
よ
り
、
通
学
・
通
勤
利
用
が

多
い
朝
の
時
間
帯
を
除
い
て
は
、
東
ま
わ

り
区
間
が
１
時
間
に
１
便
、
西
ま
わ
り
区

間
は
単
独
運
行
便
も
含
め
て
30
分
に
１
便

の
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ※

で
の
運
行
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
を
循
環
す
る
﹁
徳
田
線
﹂

や
郊
外
路
線
と
の
乗
り
継
ぎ
、
Ｊ
Ｒ
と
も

可
能
な
範
囲
で
接
続
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

｢

な
よ
ろ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス｣

と｢

徳

田
線
﹂
の
市
内
循
環
線
を
ご
利
用
し
た
方

に
は
バ
ス
得
チ
ケ
ッ
ト(

１
枚)

を
進
呈
。

　

チ
ケ
ッ
ト
２
枚
で
１
ク
ー
ポ
ン
に
換
算

さ
れ
、
バ
ス
路
線
沿
線
の
30
加
盟
店
で
５

％
オ
フ
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
の

ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
バ
ス
を
ご
利
用
し
、
イ
ベ

ン
ト
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
バ
ス
得
チ
ケ
ッ
ト
配
布
期
限

　

１
月
31
日
(金)

■
ク
ー
ポ
ン
有
効
期
限

　

２
月
16
日
(日)

■
問
い
合
わ
せ

　

エ
フ
エ
ム
な
よ
ろ

　

０
１
６
５
４
⑨
７
０
０
０

東
ま
わ
り
は
１
時
間
、
西
ま
わ
り
は

30
分
に
１
便

商
店
連
携
事
業

｢

バ
ス
に
乗
っ
て
お
買
い
得
！

　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施
中

　｢なよろコミュニティバス｣に乗り慣れていただ

くために、現在、東西まわり、西まわり便に「バ

スアテンダント」が乗車しています｡

※全便ではございません。

　路線やダイヤ、乗継について不明な点はお気軽

にお問い合わせください。

路線・ダイヤの詳細は、同時配布
のチラシをご覧ください。

「なよろコミュニティバス」をはじめ、市

内を走る「徳田線」や「風連御料線｣｢下川

線」などの路線図、バス停、時刻表がイン

ターネットで簡単に検索できます。

バス運行サイト「タッチdeマップ」

を開設しました

高見区福祉会館での意見懇談会の様子

※

パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ…

一
定
の
間
隔
で
周
期
的

　

に
運
行
さ
れ
る
こ
と

便利な

新たな｢なよろコミュニティバス｣
に乗り慣れていただくために

｢バスアテンダント｣に
お聞きください

検索名寄 タッチdeマップ

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
企
画
調
整
係

　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

　
︵
内
線
３
３
０
９
︶



　
小
さ
な
子
ど
も
が
夢
中
に
な

っ
て
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
る

様
子
は
、
見
て
い
る
私
た
ち
に

も
笑
顔
を
与
え
て
く
れ
ま
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
は
、
人
や
お
も
ち

ゃ
な
ど
と
夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ

こ
と
で
、
様
々
な
能
力
を
獲
得

し
た
り
、
人
と
し
て
の
ス
キ
ル

や
人
間
関
係
を
学
ん
で
い
く
の

で
す
。
そ
う
考
え
る
と
「
お
も

ち
ゃ
を
選
ぶ
」
こ
と
は
、
子
ど

も
の
発
達
に
と
っ
て
も
重
要
な

意
味
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く

で
し
ょ
う
。

　
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
多

田
千
尋
館
長
は
「
お
も
ち
ゃ
に

も
主
食
と
副
食
が
あ
る
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
食
べ
物
で
あ
れ

ば
、
時
に
お
や
つ
が
あ
る
こ
と

も
楽
し
い
で
す
が
、
栄
養
を
考

え
「
主
食
」
を
選
ぶ
の
は
大
人

の
責
任
で
す
よ
ね
。
同
じ
よ
う

に
、
子
ど
も
が
日
常
的
に
し
っ

か
り
と
遊
ぶ
主
食
ク
ラ
ス
の
お

も
ち
ゃ
は
、
大
人
が
選
ん
で
あ

げ
た
い
も
の
で
す
。

　
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会

が
毎
年
「
グ
ッ
ド
・
ト
イ
」
を

選
定
す
る
際
の
「
３
つ
の
方
向

性
」
と
「
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

は
、
私
た
ち
が
お
も
ち
ゃ
を
選

ぶ
と
き
に
も
参
考
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

<
３
つ
の
方
向
性>

①
健
全
な
お
も
ち
ゃ

　
安
全
性
へ
の
配
慮
。
暴
力
行

為
や
遊
び
内
容
が
暴
力
な
も
の

は
選
ば
な
い

②
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
お
も
ち
ゃ
　

　
一
過
性
で
な
い
、
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
お
も
ち
ゃ

③
遊
び
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
尊
重
お
も
ち
ゃ

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
遊
び
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
尊
重
し

た
お
も
ち
ゃ

<

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト>

　

　｢

心
地
よ
い
音｣｢

動
き
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン｣｢

感
触
の
よ
さ
」

「
適
度
な
大
き
さ
と
重
さ｣｢

美

し
い
色
と
形｣｢

丈
夫
さ
と
壊
れ

に
く
さ
」

　
ど
ん
な
す
て
き
な
お
も
ち
ゃ

で
も
、
そ
の
子
の
発
達
に
あ
っ

て
い
な
け
れ
ば
う
ま
く
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の

発
達
は
個
別
的
で
個
人
差
も
大

き
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
様

子
を
よ
く
見
る
こ
と
の
大
切
さ

は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
現
れ
ま

す
。

　
「
発
達
」
を
踏
ま
え
た
「
お
も

ち
ゃ
選
び
」
の
基
準
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。

０
才
児
　
音
に
注
意
を
向
け
さ

せ
、
手
の
操
作
を
促
す

１
才
児
　
腕･

手
・
指
の
活
動
分

化
を
は
か
り
、
基
礎
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

２
才
児
　
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
な

が
ら
、
言
語
活
動
・
運
動
機
能

の
発
達
を
は
か
る

３
才
児
　
い
ろ
い
ろ
な
素
材
に

触
れ
、
表
現
活
動
を
楽
し
ま
せ

る４
才
児
　
友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と

を
喜
ぶ
、
継
続
的
な
遊
び
が
で

き
る

５
才
児
　
役
割
分
担
の
あ
る
遊

び
な
ど
で
、
友
だ
ち
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る

　
し
か
し
、
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
身
近
な
人
が
し
っ
か
り
と

楽
し
く
関
わ
っ
て
あ
げ
る
こ
と

で
す
。
大
人
の
楽
し
い
働
き
か

け
や
優
し
い
見
守
り
が
あ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
ま
た
安
心
し
て

お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
ま
た
ど
ん
な
お
も

ち
ゃ
も
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ

ん
の
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」

や
「
た
か
い
た
か
い
」
に
は
か

な
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
そ
ん
な
意
味
で
も
「
簡

単
な
お
も
ち
ゃ
」
を
一
緒
に
作

っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
喜

び
で
し
ょ
う
。
「
折
り
紙
」
や

「
け
ん
玉｣｢

お
手
玉
」
な
ど
も

現
代
だ
か
ら
こ
そ
見
直
さ
れ
て

良
い
す
ば
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ト
イ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら
〜
知
へ
の
誘
い
〜

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら
〜
知
へ
の
誘
い
〜

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら
〜
知
へ
の
誘
い
〜

「
子
ど
も
の
発
達
と
お
も
ち
ゃ
の
選
び
方
」

名
寄
市
立
大
学
短
期
大
学
部
　
児
童
学
科
　
教
授
　
今
野
　
道
裕 vol.14

図書館的話題・絵本と学生
　本学図書館にはおよそ4000冊の絵本があります。学生が読
んで楽しむこともありますが、主に幼児教育・保育の場で絵
本を読み聞かせるための学習材料として購入しています。絵
本は、耳からのことばと目で見る絵を合わせたいわば総合芸
術ですので、子どもによい絵本を選ぶことは想像力や人間性
を育む上でとても大切です。
　本学の児童学科では「めざせ！100冊」を合言葉に絵本をた
くさん読むことを課している授業や、作家ごとの絵本展をシ
リーズで企画するゼミなど、絵本と親しむ活動も活発です。
　　　　　　読み聞かせに便利な大型絵本も30冊ほどありま
　　　　　す。一般貸し出しも行っていますので、どうぞご
　　　　　利用ください。

大学図書館にはこんな図書があります
～～子どもとおもちゃに関する図書～～
『作ってあそべる製作ずかん　３,４,５歳児の保育に』
　　　今野道裕（学研教育出版）
『東京おもちゃ美術館の挑戦』
　　　日本グッド・トイ委員会（言視舎）
『面白すぎる「おもちゃ」研究序説』
　　　櫻田純（中経出版）

●詳しい利用案内は本学図書館のホームページをご覧くだ
　さい。(大学ホームページ＞付属機関＞図書館)
●問い合わせ：本館 　01654②4199[内線3114]
                     分館 　01654②4199[内線2200]

直通
電話
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名
寄
剣
道
連
盟
は
昭
和
27
年
10
月
１
日

に
設
立
さ
れ
、
昨
年
60
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
活
動
内
容
は
日
々
の
稽
古
は
も
ち
ろ

ん
、
各
種
大
会
へ
の
出
場
、
春
季
・
冬
季

合
宿
や
市
民
剣
道
祭
な
ど
が
あ
り
、
積
極

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
剣
道
と
聞
く
と
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
が
わ

か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
棒
を
持
っ
て

一
対
一
で
戦
う
運
動
競
技
と
思
う
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
稽
古
を
続
け
、
心
身

を
鍛
錬
し
、
人
間
形
成
を
目
指
す｢

武
道｣

剣
道
で
す
。

　
大
会
で
入
賞
し
た
と
き
な
ど
の
達
成
感

や
喜
び
も
魅
力
的
で
す
が
、
自
分
自
身
で

目
標
を
決
め
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
仲
間
と

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
く
の
が
剣
道
の
一
番

の
魅
力
で
す
。

　
元
気
が
有
り
余
っ
て
い
る
方
や
礼
儀
作

法
を
身
に
つ
け
た
い
方
、
声
が
大
き
い
方
、

負
け
ず
嫌
い
な
方
、
興
味
を
も
っ
た
方
、

身
体
を
動
か
し
た
い
・
鍛
え
た
い
方
ど
な

た
で
も
大
歓
迎
で
す
！
気
軽
に
見
学
に
来

て
く
だ
さ
い
！

　

名
寄
剣
道
連
盟
は
昭
和
27
年
10
月
１
日

に
設
立
さ
れ
、
昨
年
60
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
活
動
内
容
は
日
々
の
稽
古
は
も
ち
ろ

ん
、
各
種
大
会
へ
の
出
場
、
春
季
・
冬
季

合
宿
や
市
民
剣
道
祭
な
ど
、
積
極
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
剣
道
と
聞
く
と
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
が
わ

か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
竹
刀
を
持
っ

て
一
対
一
で
戦
う
運
動
競
技
と
思
う
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
稽
古
を
続
け
、
心

身
を
鍛
錬
し
、
人
間
形
成
を
目
指
す
「
武

道｣

そ
れ
が
剣
道
で
す
。

　
大
会
で
入
賞
し
た
と
き
な
ど
の
達
成
感

や
喜
び
も
魅
力
的
で
す
が
、
自
分
自
身
で

目
標
を
決
め
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
仲
間
と

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
く
の
が
剣
道
の
一
番

の
魅
力
で
す
。

　
元
気
が
有
り
余
っ
て
い
る
方
や
礼
儀
作

法
を
身
に
つ
け
た
い
方
、
声
が
大
き
い
方
、

負
け
ず
嫌
い
な
方
、
興
味
を
も
っ
た
方
、

身
体
を
動
か
し
た
い
・
鍛
え
た
い
方
ど
な

た
で
も
大
歓
迎
で
す
！
気
軽
に
見
学
に
来

て
く
だ
さ
い
！

　
手
描
友
禅
同
好
会
「
ひ
ま
わ
り
会
」
は

昭
和
61
年
に
現
「
ほ
っ
と
21
」
の
手
描
友

禅
染
講
座
を
受
講
し
た
仲
間
が
集
ま
り
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
20
代
か
ら
80
代
ま
で
の
男
女
合

わ
せ
て
17
人
の
会
員
が
月
２
回
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
間
の
活
動
と
し
て
は
、
８
月
の
第
１

週
目
に
北
星
信
用
金
庫
レ
ン
ガ
の
家｢

キ

ラ
リ｣

で
展
示
会
を
開
催
。
ま
た
、
11
月

の
市
民
文
化
祭
に
出
展
し
、
日
頃
の
活
動

成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
基
礎
は
手
描
き
で
す
が
、
初
心
者
に
は

ま
ず
型
染
か
ら
入
っ
て
楽
し
さ
を
体
験
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
５
色
（
赤
、
青
、

黄
、
黒
、
白)

の
顔
料
と
色
止
め
液
を
使

っ
て
布
地
に
柄
を
描
い
て
い
き
ま
す
。
紙

や
レ
ザ
ー
に
も
描
け
ま
す
。
型
紙
を
置
き
、

色
を
つ
け
た
筆
を
す
べ
ら
せ
て
い
く
作
業

は
、
同
じ
色
で
も
混
合
の
度
合
い
で
十
人

十
色
。
世
界
に
一
つ
だ
け
、
自
分
だ
け
の

作
品
が
作
れ
ま
す
。
（
会
員
に
な
る
と
道

具
は
自
分
持
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　
絵
心
が
な
く
て
も
大
丈
夫
。
個
性
的
で

い
い
の
で
す
。
会
員
は
皆
楽
し
く
て
良
い

人
ば
か
り
。
体
験
希
望
者
大
歓
迎
で
す
。

●活動日時　大人/毎週月･水･木･土　19：00～
　　　　　　少年/毎週月･木･土　　  18：00～
●活動場所　スポーツセンター
●会　　費　大人/年間7,000円　少年/月800円
●連 絡 先　斎藤　且哲　　090-5983-0119
　　　　　　西尾　勇人　　090-8904-6889

●活動日時

　第１・第３月曜日

　９：30～12：00

●活動場所

　市民文化センター

●会    費

　年1,000円

●連 絡 先

　小森　則子さん

　　01654③4097

サークル紹介は市生涯学習課発行のサークル便利帳に掲載している団体を紹介しています。

サークル紹介サークル紹介サークル紹介
わたしたちこんな活動していますわたしたちこんな活動しています

あなたも絵手紙を
　　はじめませんか

世界に一つだけ、自分だけの

作品が作れます

心身を鍛錬し、人間形

成を目指す「武道」

名寄剣道連盟

手描友禅同好会　ひまわり会手描友禅同好会　ひまわり会

剣
道
を
通
じ
て
習
得
で
き
る
こ
と
！

・
相
手
を
尊
重
し
礼
儀
を
尊
重
す
る
態
度
が
　

　
育
ち
ま
す
。

・
責
任
感
と
協
調
性
が
育
ち
ま
す
。

・
努
力
と
我
慢(

忍
耐)

の
習
慣
が
つ
き
ま
す
。

・
集
中
力
と
決
断
力
、
自
主
性
が
つ
き
ま
す
。

・
正
し
い
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま
す
。

・
瞬
発
力
が
つ
き
ま
す
。

・
持
久
力
が
つ
き
ま
す
。
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茶
の
間
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み

を
し
ま
し
た
か
？

庄
子
　
こ
れ
ま
で
家
に
い
る
と

き
は
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ま
ま
で

し
た
の
で
、
観
た
い
時
だ
け
つ

け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
脱
衣
所
の
照
明
は
つ
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
最
近
は

妻
の
方
が
節
電
に
精
を
出
し
て

い
ま
す
。

関
根
　
家
の
電
気
量
を
調
べ
た

ら
、
テ
レ
ビ
と
照
明
で
152
ワ
ッ

ト
使
用
し
て
い
た
た
め
、
早
寝

早
起
き
を
心
が
け
、
な
る
べ
く

照
明
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
た
。
節
電
は
家
族
の
協
力
が

な
い
と
難
し
い
の
で
、
妻
と
話

し
合
い
徐
々
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に

取
り
替
え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

洗
面
所
に
つ
い
て
は
電
球
型
白

熱
灯
も
使
用
し
ま
し
た
。

石
原
　
テ
レ
ビ
は
リ
モ
コ
ン
で

切
ら
ず
に
主
電
源
で
切
る
よ
う

に
し
て
、
待
機
電
力
を
節
電
し
ま

し
た
。
主
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

と
い
う
行
為
が
自
分
自
身
の
節
電

に
対
す
る
気
持
ち
の
切
り
替
え
と

な
り
ま
し
た
。

主
婦
　
み
な
さ
ん
と
同
じ
く
テ

レ
ビ
は
主
電
源
で
切
り
ま
し
た
。

ま
た
照
明
は
遅
く
ま
で
つ
け
な

か
っ
た
り
、
小
ま
め
に
切
っ
た

り
し
た
ほ
か
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に

取
り
替
え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

ボ
イ
ラ
ー
は
使
用
し
な
い
と
き

は
電
源
を
切
り
ま
し
た
。

台
所
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
し

ま
し
た
か
？

主
婦
　
炊
飯
器
を
使
わ
ず
に
ガ

ス
を
使
い
、
圧
力
鍋
で
ご
飯
を

炊
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
料
理
に
利
用
で
き
、
ガ
ス

代
の
節
約
も
で
き
ま
し
た
。
ま

た
電
気
ポ
ッ
ト
の
使
用
を
や
め

ま
し
た
。

石
原
　
電
気
コ
ン
ロ
か
ら
ガ
ス

に
変
え
、
圧
力
鍋
で
短
時
間
に

料
理
し
て
い
ま
す
。

関
根
　
電
子
レ
ン
ジ
は
使
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
グ
ラ
タ

ン
な
ど
は
魚
焼
き
器
で
作
っ
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
は
炊
飯
器
で

ご
飯
を
炊
き
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫

で
保
存
し
ま
し
た
。
電
気
ポ
ッ

ト
を
止
め
、
急
速
湯
沸
か
し
器

で
お
湯
を
沸
か
し
、
す
ぐ
に
魔

法
瓶
に
入
れ
て
使
用
し
ま
し

た
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
を
エ
コ
タ

イ
プ
に
入
れ
替
え
ま
し
た
。
お

か
げ
で
電
気
料
金
が
月
額
２
千

円
も
減
り
ま
し
た
。

庄
子
　
こ
れ
ま
で
一
日
中
炊
飯

器
の
電
源
を
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
炊
い
た
ご
飯
は
お
に
ぎ
り

に
し
て
冷
凍
し
ま
し
た
。

座
談
会
の
内
容
は
、
エ
フ
エ
ム
な
よ
ろ
「
Ａ
Ｉ
Ｒ
て
っ
し
」
で
12
月
30

日
(月)
午
前
10
時
か
ら
と
１
月
５
日
(日)
午
前
９
時
か
ら
放
送
し
ま
す
。

今
冬
、
北
海
道
電
力
で
は
６
％

以
上
の
節
電
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
座
談
会
に
参
加
し
た
方

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
ご
家

庭
で
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節

電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
「
な
よ
ろ
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
３
夏
」
は
、
省
エ
ネ
を

推
進
す
る
た
め
、
市
と
消
費
者
協
会
が
連
携
し
て
取
り
組
む
事

業
で
、
ご
家
庭
で
の
８
・
９
月
の
電
気
使
用
量
の
合
計
が
、
前

年
比
10
％
以
上
の
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
13
人
が
参
加
し
、

９
人
の
方
が
達
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
エ
フ
エ
ム
な
よ
ろ
の
ご
協
力
に
よ
り
達
成
者
４

人(

庄
子
さ
ん
・
関
根
さ
ん
・
石
原
さ
ん
・
市
内
在
住
の
主
婦
の

方)

に
よ
る
座
談
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ま
れ
た
節
電

方
法
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
と
２
月
号
の
２
回
に
わ
た
り
節
電
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
す
。
今
回
は
茶
の
間
・
台
所
編
で
す
。

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
座
談
会

　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
し
た
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寒い季節に体の中から温まる、胃にも

優しいモチモチのお粥

もち米と鶏肉の薬膳粥（参鶏湯）

　もち米はとぎ､1時間ほど吸水させておく。

※1

　干し椎茸はぬるま湯で戻し、石づきを切り

落として２～４等分に切る｡(戻し汁はとって

おく）※2

　しょうがは千切り､長ネギとごぼうは５mm

幅の斜め切りにする。※3

　鍋に水気を切った※1～※3､天津甘栗､クコ

の実、鶏手羽肉､水(しいたけの戻し汁と合わ

せたもの)を入れて強火にかけ､煮立ってきた

らアクを取り､弱火にして20分程時々かき混

ぜながら煮､塩､こしょうで味を整える｡食べ

る時にお好みでしょうゆとごま油を加える｡

参鶏湯は韓国のポピュラーなお料理｡本来は

丸鶏を使って長時間煮込んで作りますが､今

回は手羽先を使うので手軽に楽しめます｡も

ち米のお粥は腹持ちもよく､しょうがやネギ

が体を中から温めてくれますので寒い冬には

ぴったりのお料理です。

【材料】

【作り方】

４人分 　　　　　　１人分 約527Kcal

もち米…………２合　鶏手羽先………… ４本

干し椎茸………４枚　水(椎茸の戻し汁と合わせて)

しょうが……１０ｇ　……………… ５カップ

長ネギ…………１本　塩……………小さじ1/2

ごぼう……… 1/2本　こしょう………… 少々

天津甘栗………８粒　しょうゆ､ごま油(お好みで)

クコの実(あれば)    　   ………………… 各適宜

……………小さじ１

＃３

レシピ制作：範國 有紀(料理研究家)

レシピ監修：古都 丞美(名寄市立大学)

サムゲタン

のりくに

のりくに

サム  ゲ  タン

　名寄市出身の料理研究家、範國有紀さんが新た

に提案するレシピや、地元の生産者・女性グルー

プの懐かしい味、市内のレストランや菓子店の協

力で生まれた新メニュー、パンメーカーの商品の

開発の裏話や試食など、楽しい学びの場です。

問い合わせ

　名寄市食のモデル地域実行協議会

　０１６５５③２５１１(内線３０９)

｢もっと！もち米プロジェクト第１回市民講座｣
を開催します

日
本
一

　　

　名寄市立大学道北地域研究所では毎年、市民を

対象に市民公開講座を開催しています。

　第2回は「TPP交渉の経過と現状」について本

学教員が話題を提供します。

　｢環太平洋パートナーシップ協定｣(TPP)交渉は

各国の思惑が交錯する中で、どのように交渉が進

んでいるのか。そして日本の社会に何をもたらす

のか。北海道農業・牛肉輸入規制緩和・遺伝子組

み換え作物表示問題など、食の分野を中心にわか

りやすく解説します。たくさんの参加をお待ちし

ています。

と　き　１月28日（火） 18：30～20：00

ところ　駅前交流プラザ「よろーな」大会議室　

　　　 （東１南７）

※参加費無料。当日、会場までお越しください。

演　題　｢TPP交渉の経過と現状　　　　　

　　　　　　　　　　　―食の分野を中心に－」

講　師　保健福祉学部教養教育部　

　　　　　　　　　　　　　講師　清水池 義治

問い合わせ　名寄市立大学 道北地域研究所

　　　　　　　01654②4194(内線2101)

名寄市立大学　道北地域研究所　平成25年度第２回市民公開講座

　・と　　き　２月21日(金)　13：00～15：30

　・と こ ろ　グランドホテル藤花（西５南４）

　・定　　員　80人（事前申し込みが必要です。　　　　　　

　　　　　定員に達し次第締め切ります）

　・申込期間　１月10日(金)～１月31日(金)

　・申込方法　電話、FAX、メールのいずれかに　　　　　　

　　　　　　　①氏名と②連絡先（電話または

　　　　　　　携帯）を明記の上､お申し込みく

　　　　　　　 ださい｡

　・申  込  先　　　 01655③2511(内線307)

　　　　　　　　FAX 01655⑦8080

　　　　　　　　　　ny-noumu@city.nayoro.lg.jp
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公
民
館

　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー(

西
13
南
４
）

　
　
０
１
６
５
４
②
２
２
１
８

　
FAX
０
１
６
５
４
②
２
３
５
８

　
開
館
　
８
時
〜
22
時
　

　
休
館
　
月
末
・
年
末
年
始

　
風
連
公
民
館
（
風
連
町
本
町
63
　

　
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内)

　
　
０
１
６
５
５
③
２
６
２
０

　
FAX
０
１
６
５
５
③
２
５
１
３

図
書
館

　
図
書
館
名
寄
本
館
（
大
通
南
２
）

　
　
０
１
６
５
４
②
４
７
５
１
　

　
FAX
０
１
６
５
４
②
４
８
９
７

　
開
館
　
火
・
金 

９
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
水
・
木 

９
時
30
分
〜
20
時

　
　
　
　※

17
時
以
降
は
１
階
の
み

　
　
　
　
土
・
日 

９
時
30
分
〜
16
時

　
休
館
　
月
・
月
末
・
祝
・
年
末
年
始

　
図
書
館
風
連
分
館

　
（
風
連
町
南
町
84
）

　
　
・
FAX
０
１
６
５
５
③
２
８
７
１

　
開
館
　
月
〜
金 

９
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
土
　 

９
時
30
分
〜
16
時

　
休
館
　
日
・
月
末
・
祝
・
年
末
年
始

博
物
館

　
北
国
博
物
館(

緑
丘
222
）

　
　
・
FAX
０
１
６
５
４
③
２
５
７
５

　 ny
-kita
ha
ku@
city
.na
y
oro.lg

.jp

　
開
館
　
９
時
〜
17
時

　
休
館
　
月
・
年
末
年
始

　
風
連
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
風
連
町
南
町
85
）

　
　

平
成
26
年
名
寄
市
成
人
式

●
と
　
き
　
１
月
12
日
(日)
　
受
付

14
時
〜
　
式
典
15
時
〜

●
と
こ
ろ
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
藤

花
（
西
５
南
４
）

●
対
　
象
　
平
成
５
年
４
月
２
日

〜
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
方

※

既
に
対
象
と
な
る
方
に
は
案
内

　
状
を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、
案

　
内
状
を
お
持
ち
で
な
い
対
象
の

　
方
で
出
席
を
希
望
す
る
方
は
、

　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

『
干
支
の
置
物
』
を
贈
呈
し

ま
す

　
成
人
式
の
記
念
品
と
し
て
、
愛

知
県
尾
張
旭
市
(株)
玉
善
様
よ
り
寄

贈
さ
れ
た
『
干
支
の
置
物
』
を
一

般
の
方
に
も
贈
呈
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
１
月
20
日
(月)
　
10
時

●
と
こ
ろ
　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

※

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

ま
め
ま
き

　
み
ん
な
で
一
年
間
元
気
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
願
い
を
こ
め
て
、
ま

め
ま
き
を
し
て
悪
い
鬼
を
追
い
払

い
ま
し
ょ
う
！

●
と
　
き
　
２
月
１
日
(土)
　
13
時

30
分
〜
15
時

●
と
こ
ろ
　
児
童
セ
ン
タ
ー
　
児

童
室
、
体
育
室

●
対
　
象
　
小
学
生
、
幼
児
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴)

●
定
　
員
　
40
人

●
内
　
容
　
本
の
読
み
聞
か
せ
、
工

作(

節
分
に
関
す
る
も
の)

、
ま
め

ま
き

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
方
法
　
な
よ
ろ
っ
こ
２
月

号
（
１
月
中
旬
に
各
小
学
校
に
配

布
予
定
）
に
掲
載
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
児
童

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
申
し
込
む
。

（
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
）

●
申
込
期
間
　
１
月
11
日
(土)
〜
17

日
(金)

１ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

４ 

８ 

３ 

新
着
図
書

　
毎
週
土
曜
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
一
般
書
と
児
童
書
の
新
着

図
書
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

　｢

新
た
な
年
も
健
康
に
！
」

　｢

わ
く
わ
く
楽
し
い
、
お
正
月｣

お
は
な
し
ク
ラ
ブ

●
と
　
き
　
１
月
11
日
(土)
、
25
日

(土)
　
13
時
30
分
〜

●
対
　
象
　
３
歳
以
上
〜
小
学
生

ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ

●
と
　
き
　
１
月
16
日
(木)

●
対
　
象
　
３
歳
未
満
児
・
保
護
者

●
内
　
容
　
家
族
の
絵
本

今
月
の
休
館
日

　
１
日
(水)
〜
６
日
(月)
、
13
日
(月)
、

20
日
(月)
、
27
日
(月)
、
31
日
(金)

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

　｢

２
０
１
４
年
　
馬
の
本｣

お
は
な
し
タ
イ
ム

●
と
　
き
　
１
月
８
日
(水)
、
15
日

(水)
、
22
日
(水)
、
29
日
(水)
　
15
時
〜

●
対
　
象
　
小
学
生

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

●
と
　
き
　
１
月
10
日
(金)
、
17
日

(金)
、
24
日
(金)

●
対
　
象
　
幼
児
と
保
護
者

今
月
の
休
館
日

　
１
日
(水)
〜
６
日
(月)
、
12
日
(日)
、

13
日
(月)
、
19
日
(日)
、
26
日
(日)
、
30

日
(金)
、
31
日
(金)

※

30
日
は
特
別
整
理
日
の
た
め
休

　
館
し
ま
す
。

23日(木)

30日(木)

 　　　　

　　      　 

自動車文庫「やまゆり号」１月の巡回日程

　

東風連地区（東風連小学校）

下多寄地区（下多寄小学校）

フロンティアハウス

市街地区（野村様宅前） 

　

冬期間は、遠隔地の小中学校および

保育所幼稚園などの運行のみとなります。 

《風連地区》

《名寄地区》

10:15～10:35

10:15～10:40

10:50～11:05

11:15～11:30



１
月
の
利
用
案
内

●
休
　
館
　
１
日
(水)
、
３
日
(金)
〜

６
日
(月)
、
14
日
(火)
、
20
日
(月)
、
27

日
(月)

※

２
日
(木)
は
特
別
開
館
し
ま
す
。

●
観
覧
料
　
大
人
４
０
０
円
、
大

学
生
３
０
０
円
、
70
才
お
よ
び
高

校
生
以
下
無
料

●
天
体
観
望

【
月
面
が
見
え
る
期
間
】

　
７
日(

火)

〜
17
日(

金)

【
今
月
見
え
る
惑
星
】

　
木
星
、
天
王
星
、
海
王
星

※

晴
れ
て
い
る
昼
間
に
見
ら
れ
る

星
も
あ
り
ま
す
。

●
1.6
メ
ー
ト
ル｢

ピ
リ
カ｣

望
遠
鏡

見
学
・
観
望

【
見
学
の
み
】

　
開
館
時
間
〜
16
時
頃
　

　
２
日
(木)
〜
31
日
(金)

　※
休
館
日
を
除
く

【
天
気
が
良
け
れ
ば
星
が
見
ら
れ

る
日
時
】

　
16
時
頃
〜
20
時

　
10
日
(金)
〜
12
日
(日)
、
17
日
(金)
〜

19
日
(日)
、
24
日
(金)
〜
26
日
(日)
、
31

日
(金)
　

※

急
き
ょ
、
必
要
な
観
測
が
生
じ

　
た
場
合
は
、
見
学
・
観
望
が
で

　
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
天
文
台
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

木
星
観
望
会(

観
覧
料
の
み)

●
と
　
き
　
１
月
７
日
(火)
〜
13
日

(月)
　
17
時
〜
20
時

大
正
琴
と
童
謡
唱
歌

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

●
と
　
き
　
１
月
18
日
(土)
　
14
時

　
　

時　間

14：00～

16：00～

18：00～

19：00～

プログラム

はびたぶるぞ～ん

エターナルリターン

はびたぶるぞ～ん

エターナルリターン

木　星
　
太
陽
系
最
大
の
大
き
さ
を

誇
る
惑
星
。
年
が
明
け
る
こ

ろ
に
は
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

２
０
１
１
年
８
月
４
日
撮
影

(

撮
影
者 

渡
辺
　
文
健)

●新月

○上弦

○満月

○下弦

●新月

日 日の出 日の入 月の出 月の形 月の入 日

 1日
10日
20日
31日

7時03分
7時03分
6時57分
6時48分

16時04分
16時13分
16時25分
16時40分

6時17分
11時53分
 20時31分
6時29分

16時04分
  1時30分
8時32分

 17時19分

 1日
8日
16日
24日
31日

１月の太陽・月の暦
７ ８ 

※タイトルなどの下に記載されている番号(　 ～ 　)は問い合わせ先です。
　詳しくは一番下の段の施設一覧をご覧ください。
※タイトルなどの下に記載されている番号(　 ～ 　)は問い合わせ先です。
　詳しくは一番下の段の施設一覧をご覧ください。

１ ８ 

７ 

５ 

 15 平成26年1月号 15 平成26年1月号

１
月
２
日
は

　
「
お
正
月
特
別
開
館
」

　
北
国
博
物
館
は
、
12
月
30
日
(月)

か
ら
１
月
６
日
(月)
ま
で
年
末
年
始

で
休
館
し
ま
す
が
、
１
月
２
日
(木)

は
特
別
開
館
し
ま
す
。

　
初
詣
や
お
出
か
け
の
際
な
ど
、

帰
省
中
の
家
族
・
友
達
同
士
で
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
間
　
10
時 

〜
16
時

※

常
設
展
示
室
は
、
高
校
生
以
上

　
200
円
（
10
人
以
上
の
場
合
は
１

　
人
100
円
）
の
観
覧
料
が
か
か
り

　
ま
す
が
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
、

　
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
の
利
用
お
よ
び

　
中
学
生
以
下
は
全
館
無
料
で
す
。

冬
休
み
こ
ど
も
理
科
実
験
教

室
「
実
験
で
納
得
！
地
震
と

地
震
災
害｣

　
実
験
を
通
し
て
、
科
学
的
な
視

点
で
地
震
や
地
震
災
害
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
学
び
ま
す
。

●
と
　
き
　
１
月
12
日
(日)
　
10
時

〜
12
時

●
と
こ
ろ
　
北
国
博
物
館
講
堂

●
対
　
象
　
小
中
高
校
生
と
そ
の

保
護
者

●
定
　
員
　
30
人

●
講
　
師
　
福
岡
　
孝
さ
ん
（
元

名
寄
高
等
学
校
教
諭
、
前
島
根
県

立
三
瓶
自
然
館
館
長
）
　
　

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み
　
１
月
10
日
(金)
ま
で

に
北
国
博
物
館
へ

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

冬
の
室
内
遊
び
展

　
か
る
た
、
羽
子
板
、
こ
ま
、
メ

ン
コ
、
お
手
玉
な
ど
、
ひ
と
昔
前

の
子
ど
も
た
ち
が
お
正
月
な
ど
に

楽
し
ん
だ
遊
び
を
紹
介
し
、
実
際

に
体
験
で
き
ま
す
。
友
達
や
家
族

連
れ
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
１
月
26
日
(日)
ま
で

●
と
こ
ろ
　
北
国
博
物
館
ラ
ウ
ン

ジ
（
無
料
）

第
29
回
特
別
展

｢

九
度
山
と
道
北
の
山
々｣

　
平
成
21
年
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
景

勝
地
と
し
て
名
勝｢

ピ
リ
カ
ノ
カ｣

に
指
定
さ
れ
た
九
度
山
に
つ
い
て
、

古
く
か
ら
の
人
々
と
の
関
わ
り
の

歴
史
を
た
ど
り
、
周
辺
の
山
々
と

と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
１
月
26
日
(日)
ま
で

●
と
こ
ろ
　
北
国
博
物
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ホ
ー
ル
（
無
料
）

天
文
台

　
な
よ
ろ
市
立
天
文
台
「
き
た
す
ば
る
」

　(

字
日
進
157
　
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ

　
ー
ク
星
見
の
丘
）

　
　
０
１
６
５
４
②
３
９
５
６

　
FAX
０
１
６
５
４
②
０
２
６
７

　
　kita

su
b
a
ru
@
na
y
o
ro
-sta
r.jp

　
HPhttp

:/
/
w
w
w
.na
y
o
ro
-sta
r.jp

　
開
館
　
火
〜
日
・
祝 

13
時
〜
20
時

　
　
　
　 (

19
時
30
分
ま
で
に
入
館)

　※

休
館
日
は
上
の
欄
に
掲
載

児
童
セ
ン
タ
ー

　
児
童
セ
ン
タ
ー
【
ほ
っ
と
21
】

　(

西
11
条
北
２
）

　
　
・
FAX
０
１
６
５
４
③
３
４
６
５



申し込み・問い合わせ

保健センター
名寄市西２条北５丁目
　01654②1486

休日当番医
急患に限ります
休日当番医
急患に限ります

      　救急医療情報案内
      　フリーダイヤル

0120(20)8699

      　救急医療情報案内
      　フリーダイヤル

0120(20)8699

１月１日

　　２日

　　３日

　  ５日

　　12日

　　13日

　　19日

　　26日

２月２日

　　９日

名寄市立総合病院

   01654③3101

名寄三愛病院

   01654③3911

あかいし内科医院

   01654③7177

名寄東病院

   01654③2188　　　

たに内科クリニック

   01654③1223

片平外科・脳神経外科

   01654③3375

吉田病院

   01654③3381

名寄市立総合病院

   01654③3101

名寄市立総合病院

   01654③3101

名寄中央整形外科

   01654③2006

 広報なよろ第94号 16

子育て保健
ミニカレンダー
子育て保健
ミニカレンダー
子育て保健
ミニカレンダー

１月
 ９日(木) １歳６カ月児健診

10日(金) 親子ふれあいひろば

15日(水) もぐもぐ離乳食教室

20日(月) 股関節脱臼検診

　　　　発育相談

22日(水) のびのび親子教室

24日(金) 親子ふれあいひろば

27日(月) ３歳児健診

29日(水) 赤ちゃん計測日

※詳しくは母子保健カレンダーを

　ご覧ください。

冬期健康体操教室に参加してみませんか冬期健康体操教室に参加してみませんか冬期健康体操教室に参加してみませんか
HEALTHY
GUIDE
HEALTHY
GUIDE
HEALTHY
GUIDE

　子宮頸がん予防ワクチン接種は、平成２５年４月から中学１年生を対象

に定期接種が行われていました。

　しかし、全国的にワクチンとの因果関係を否定できない持続的な痛みが

発生することが報告され、６月１４日付で接種の勧奨が差し控えられてい

るところです。今後、新たに国から接種勧奨の再開などの情報がありまし

たら、対象の方へ個別にお知らせします。

　なお、予防接種による健康被害は極めてまれに生じること

があります。

　そのため、健康被害との因果関係が認定された方を迅速に

救済する「予防接種健康被害救済制度」があります。制度の

内容や接種後の体調など心配なことがありましたら保健セン

ターまでお問い合わせください。

　冬は寒さや雪道での転倒の不安もあり、

どうしても運動不足になりがちという方も

多いのではないでしょうか？

　名寄市保健推進委員協議会が主催する体

操教室に参加して、保健推進委員と一緒に

リズムに合わせて楽しくいい汗を流しまし

ょう。

■とき・ところ　１３：３０～１４：３０

　　　　

■講　師　健康運動指導士　菊地　幸子氏

■持ち物　バスタオル(床に敷いて使用します）、

　　　　　タオル(汗拭き用)、動きやすい服装、飲み物

■参加費　無料

■問い合わせ・申し込み

　　　　　名寄市保健推進委員協議会事務局(保健センター）

▲昨年行われた体操教室のようす

子宮頸がん予防ワクチンについて子宮頸がん予防ワクチンについて子宮頸がん予防ワクチンについて

保健推進委員

協議会とは?

地域の健康づくり推

進のために各町内会

長から推薦され、市

長から委嘱を受けた

委員１２３人で組織

し、様々な活動を行

っています。

　問い合わせ　　社会福祉課福祉総務係

　　　　　　　　名寄庁舎２階（内線3221）

献血にご協力ください
　　　　　　　　

　１月２７日(月)　１０：００～１１：３０　名寄市役所(風連庁舎)　　　　

　　　　　　　　  １２：５０～１６：００　道北なよろ農協(風連本所前)　　

　１月２８日(火)　１０：００～１６：００　名寄市役所(名寄庁舎)　 　

　１月２９日(水)   １０：００～１２：３０　名寄河川事務所　　　　　

　　　　　　　　  １４：００～１６：００　マックスバリュ名寄店

　１月３０日(木)　１０：００～１６：００　西條(株)名寄店

　１月３１日(金)　１０：００～１６：００　北星信用金庫本店

１回目 

２回目 

３回目 

４回目 

ふうれん健康センター

２月　６日(木)

２月１０日(月)

２月２０日(木)

２月２４日(月)

総合福祉センター

２月　７日(金)

２月１４日(金)

２月２１日(金)

２月２７日(木)



17 平成26年1月号

HEALTHY GUIDE

 名寄市子育て支援センター合同
　●「青空保育」

　・と　き　１月２２日(水) 10：00～

　・ところ　智恵文支所(荒天時：智恵文支所内)

　・内　容　大型紙芝居やポケットシアター、手遊びな

　　　　　　どを行い、親子で遊びます。保育所の栄養

　　　　　　士も同行し、食育相談・アレルギー相談な

　　　　　　ども受け付けます。

　※申込不要。当日現地へお越しください。

　

　●「親子お出かけバスツアー」

　・と　き　２月１４日(金)

　・ところ　旧風連日進保育所

　・内　容　お弁当持参のバス遠足（参加費無料）

　・申込方法　市内各子育て支援センターへ直接または

　　　　　　　電話で申し込みください。

　・申込締切　１月３１日(金)

「ちゅうりっぷ」
（名寄大谷認定こども園保育園内　01654⑧7711）

　１月の行事　

　●年末年始のお休み期間

　　１２月３０日(月)～１月５日(日)

　●のびのびひろば「フラッグガーランド作り」

　・と　き　１月１６日(水) ９:00～10:30

　・ところ　名寄大谷保育園２階

　・内　容　フラッグガーランドを作ります。事前の申

　　　　　　し込みが必要です。（定員20組）

　●ファミリーひろば「お正月あそび」

　・と　き　１月２５日(土)　10:00～11:30

　・ところ　名寄大谷幼稚園ゆうぎ室

　・内　容　こま・はねつき・福笑いなどのお正月あそ

　　　　　　びを楽しみます。

「さくらんぼ」
（東保育所内　01654②5683）

　１・２月の行事　

　●年末年始のお休み期間

　　１２月２６日(木)～１月９日(木)

　●親子講座「絵本の読み聞かせ」

　・と　き　１月２１日(火) 10:00～11:30

　・ところ　ほっと２１　

　・内　容　名寄本読み聞かせの会の方が絵本の読み聞

　　　　　　かせやパネルシアターを行います。

　　　　　　(申込不要)

　●親子あそびの広場「茶話会」

　・と　き　２月１８日(火) 10:00～11:30

　・ところ　ほっと２１　２階講習室

　・内　容　子育ての悩みや喜びをお茶を飲みながら気

　　　　　　軽にお話ししましょう｡(定員15人 託児あり)

　・参加費　２００円

　・申込締切　２月１０日(月)

　●父親参加行事「親子雪遊び会」

　・と　き　２月２２日(土) 10:00～11:00

　・ところ　ほっと２１　グラウンド雪山　

　・内　容　お父さんも一緒にソリ遊びや簡単なゲーム

　　　　　　をして雪の中で遊びましょう。(申込不要)

　●親子あそびの広場「おひなさまの制作」

　・と　き　２月２５日(火) 10:00～11:30

　・ところ　ほっと２１

　・内　容　親子でかわいいおひなさまを作りましょう｡

　　　　　　(申込不要）

　※ぴよぴよランドに来られる方は２６日(水)に作ります｡

「こぐま」
（風連さくら保育園内　01655③2378）

　１・２月の行事

　●親子遊びの体験教室「親子リズム体操」

　・と　き　１月１６日(木) 10:00～11:30

　・ところ　さくら保育園

　・内　容　親子で楽しいリズムに合わせて身体を動かし

　　　　　　ます。(申込不要)

　●親子遊びの体験教室「節分制作」

　・と　き　１月３０日(木) 10:00～11:30

　・ところ　さくら保育園

　・内　容　親子で鬼のお面を作ります。

　●親子遊びの体験教室「外あそび」

　・と　き　２月６日(木) 10:00～11:30

　・ところ　さくら保育園　グラウンド

　・内　容　親子で雪遊びをします。

子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 主 な 行 事子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 主 な 行 事

健康づくり体操教室のお知らせ

・と　き　１月９日(木)、１５日(木)、２３日(木)、

　　　　　　３０日(木)　 9:30～11:15 

・ところ　総合福祉センター

・持ち物　上靴　

・内　容　フォークダンス、民謡踊り、自きょう術

・申し込み　当日会場で受け付けます。

・問い合わせ　名寄庁舎２階　高齢介護課高齢福祉係　

　　　　　　　　０１６５４③２１１１（内線３２３１）

健康づくり体操教室のお知らせ がん患者サロン｢よりみち茶話会｣のご案内

　市立総合病院では、がんの患者さん・ご家族の方が､がん

のことを気軽に語り合うがん患者サロン｢よりみち茶話会｣

を開催します。がん患者さん・そのご家族であればどなた

でも参加できます｡

　■と　き　１月２８日(火）13:30～

　■ところ　名寄市立総合病院　２階和室

　■内　容　からだを動かすあれこれ

　■申し込み・問い合わせ

　　　　　　市立総合病院　医療支援相談室

　　　　　　　０１６５４③３１０１（代）
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①児童手当（公務員の方は勤務先での手続きとなります）

　　支給対象　０歳～15歳（中学校修了前）の児童を養育している方

　　手 当 額

②児童扶養手当

　　支給対象　父または母が離婚した家庭（父または母が行方不明・重度心身障がい者な

　　　　　　　どを含む）で、18歳に到達した最初の３月31日までの児童（一定の障害が

　　　　　　　ある場合は20歳未満）を養育し、公的年金を受けていない父または母など

　　手 当 額　第１子：全部支給　　  月額41,140円

　　　　　　　　　　　一部支給※２  月額9,710円～41,130円

　　　　　　　第２子：１人5,000円加算、第３子以降＝3,000円加算

　　　　　　　　　　　　

③特別児童扶養手当

　　支給対象　心身に障がいのある20歳未満の児童を養育している父母または養育者

　　手 当 額　１級＝月額50,050円、２級＝月額33,330円　

　　　

①乳幼児等医療費助成

　　助成対象　０歳～小学生（12歳に到達した最初の３月31日まで）の児童

　　　　　　　※小学生は入院時のみ助成

　　助成内容　３歳未満または非課税世帯の場合は、初診時一部負担金のみを自己負担し

　　　　　　　残額を助成。下線以外の方は医療費の１割を負担し、残額を助成｡

　　　

②ひとり親家庭等医療費助成

　　助成対象　ひとり親家庭等の父または母および児童（18歳に到達した最初の３月31日

　　　　　　　まで。ただし学生の場合は20歳の誕生月まで）

　　　　　　　※父または母は入院時のみ助成

　　助成内容　３歳未満または非課税世帯の場合は、初診時一部負担金のみを自己負担し

　　　　　　　残額を助成。下線以外の方は医療費の１割を負担し、残額を助成｡　　　　

　 年　齢　区　分

３歳未満（一律）

３歳以上小学校修了前

中 学 生（一律） 

特例給付（一律）※１

第２子 　

15,000円

10,000円 

10,000円

  5,000円

第１子

10,000円

第３子

15,000円

いずれの手当・助成制度も、所得制限などの支給条件があります。詳しい内容・申請　

方法についてはこども未来係までお問い合わせください。

手 当

医療費の助成

※１　受給者の所得が所得制限限度額を超えていて、中学生までの児童を養育している場合。

※２　所得により金額が

　　　変動します。

～各種手当と助成について～

（月　額）

問い合わせ　こども未来課こども未来係(名寄庁舎２階13番窓口） ０１６５４③２１１１（内線３２４２）

こ ど も 未 来 係 からのお知らせ
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▼
問
い
合
わ
せ

　
企
画
課
男
女
共
同
参
画
担
当

　(

名
寄
庁
舎
３
階
）

　
０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

　(

内
線
３
３
０
５
）

ど
う
思
い
ま
す
か
、｢

夫
は
仕
事
、
妻
は
家
庭｣

名
寄
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　
委
員
長
　
大
坂
　
祐
二

　
去
る
11
月
15
日
に
名
寄
市
立
大

学
道
北
地
域
研
究
所
の
市
民
公
開

講
座
と
し
て
行
っ
た
講
演
「
少
子

化
時
代
の
男
女
共
同
参
画｣
か
ら
、

内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

◆
　
◆
　
◆

　
内
閣
府
の
世
論
調
査
の
な
か
に

「
『
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭

を
守
る
べ
き
』
と
い
う
考
え
方
に

つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い

う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
４
年
の
調
査
で
は
６
割
の

人
々
が
「
賛
成
（
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
賛
成
を
含
む)｣

と
答
え
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
19
年
の
調
査
で

「
反
対
（
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反

対
を
含
む)｣

が
半
数
に
達
し
、
21

年
の
調
査
で
は
「
反
対
」
が
55
％

だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
男
女
の
役

割
を
固
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考

え
な
い
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
目
安
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
平
成
24
年
の
調
査
で
は

こ
れ
が
逆
転
し
、｢

賛
成｣

が
51
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。
年
輩
の
方

の｢

賛
成｣

の
多
さ
が
反
映
し
て
い

る
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
が
、
20

代
の
な
か
で
「
賛
成
」
が
50
％
あ

り
、
40
〜
50
代
よ
り
も｢

夫
は
外
、

妻
は
家
庭
」
の
支
持
率
が
高
い
こ

と
が
特
徴
的
で
す
。

　
こ
の
結
果
が
公
表
さ
れ
た
と
き
、

内
閣
府
の
担
当
者
は
「
東
日
本
大

震
災
後
の
家
族
の
絆
を
よ
り
重
視

す
る
傾
向
の
表
わ
れ
と
み
ら
れ
る｣

と
コ
メ
ン
ト
し
た
そ
う
で
す
。

　
男
が
家
庭
を
忘
れ
て
仕
事
に
専

念
す
る
こ
と
も
「
家
族
の
絆
を
重

視
」
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
こ
で
は
詳
細
は
省
略
し
ま
す

が
、
東
京
大
学
の
本
田
由
紀
教
授

が
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
興
味

深
い
分
析
を
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
つ
は
、
一
時
的
な
景
気
回

復
の
な
か
で
、
20
代
の
未
婚
者
の

一
部
に
、
日
本
社
会
に
根
強
く
あ

る
「
男
が
稼
ぎ
手
」
の
意
識
が
復

活
し
て
い
る
こ
と
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
働
い
て
い
る

既
婚
女
性
が
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
の
難
し
さ
を
実
感
し
、
子
ど

も
の
た
め
を
思
え
ば
家
庭
に
入
る

し
か
な
い
と
「
負
い
目
」
や
「
あ

き
ら
め
」
の
意
識
を
も
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　｢

女
性
の
活
躍｣

が
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
お
け
る
成
長
戦
略
の
目
玉
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
管
理
的
・
指

導
的
な
役
職
へ
の
女
性
の
登
用
、

保
育
所
の
待
機
児
童
の
解
消
と
い

っ
た
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
と
い
う
点
か
ら
も

歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
目
標
と
は
程
遠

い
現
実
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
す
れ
ば
そ
の
理
想
と
現
実

の
差
を
埋
め
ら
れ
る
の
か
。
そ
こ

に
は
人
々
の
意
識
の
変
化
と
い
う

大
き
な
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る

だ
け
に
、
拙
速
に
な
ら
ず
、
じ
っ

く
り
丁
寧
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
の
で
す
。

　　

フィーレン　　ダンクフィーレン　　ダンク
No.1

レーマー市副市長と記念撮影

▲

「「vviieelleenn DDaannkk 99000000kkmm離離離離れれれたたた国国国国でででで」」」
日日独独独ススポポーツツ少少少年年年団団団同同同時時時交交交流流流報報報告告告日独スポー 少少年団同時交流流報報告
「vielen Dank 9000km離れた国で」
日独スポーツ少年団同時交流報告
「vielen Dank 9000km離れた国で」
日独スポーツ少年団同時交流報告

風連トランポリン少年団　菊地　美帆

フィーレン ダンク…感謝の気持ち

　　　2013年夏､私は日本スポーツ少年団の団員と

　　　して､90人の仲間と共に9000km離れたドイツ

　　　に行き「日独スポーツ少年団同時交流」に参

加してきました。北海道グループとして指導者を含

め７人で体験してきたドイツでの18日間は大変貴重

なものであり､生涯忘れられないものになりました｡

　風連トランポリン少年団からは、もう一人、小林

舞さんが参加しました。この体験の様子を二人で分

担して数回にわたって報告させていただきます。

　１日目から３日目の午前まではフランクフルトで

の全体プログラムでした。フランクフルトに到着直

後に食べた食事は、パン・ハム・チーズ・パスタと、

すでにご飯が恋しくなってしまいました。

　２日目はレーマー市役所を表敬訪問し、副市長さ

んの話を聞いた後、飲

み物とパンで立食形式

の歓迎を受け交流の始

まりを強く感じました｡

◀ベルリンのホストファミリー
　との写真
　前列左(菊地)と前列右(小林)

日独スポーツ少年団同時交流とは

国際経験豊かな指導者を育成するため、日独両国のスポーツ少

年団のリーダーが互いに相手国を訪問し、グループに分かれて

各地でホームステイをすると共に、スポーツ交流や視察研修な

どのプログラムを18日間に渡り実施する交流事業です。



▼高野さんとの意見交換会のようす

▲ラベル作成に取り組む女性職員

映画「星守る犬」プロデューサーの同氏が来名
し、原

案・脚本・企画・製作を手掛け、昨年公開した
映画の

鑑賞会と講演会が市内映画館で開催されました。

「士別市多寄町～名寄ＩＣ間の高速交通ネットワーク
の促進に関する要望会」が風連庁舎で行われ、促進を
求める市民有志200人が会場に訪れました。

809点の応募の中から最優秀賞に３人､優秀賞に12人

が選ばれました。入賞作品は今月から３回に分けて広

報に掲載します(詳しくは５ページをご覧ください)。

　平成25年10月にマスター

ソムリエの高野豊さんによ

り、地元のもち米を使用し

た本みりんを作ることが決

定しました。

　現在、そのみりんのラベ

ルデザインの作成を市の女

性職員８人の有志が集まっ

て取り組んでいます。

　また、みりんはもともと甘い飲用酒類として楽しまれてい

たことから、「飲めるみりん」をコンセプトに実際にみりん

を試飲し、新しい飲み方なども考案。

　11月26日(火)に高野氏が来名し､意見交換会を行いました｡

高野さんに現段階で考案中であるラベルデザインやコンセプ

トなどを説明し、アドバイスを受けました。

　みりんは春頃にお披露目予定です。

　すてきなみりんの完成をお楽しみに。

｢『全てを力に』と日常においても諦めずに続ければ

何か変化がうまれる｣との有森さんの講演に訪れた市

民は真剣に聞き入っていました。
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12月１日に南相馬市で開催された「野馬追の里健康マ

ラソン大会」に参加した市内の小中学生８人が名寄庁

舎を訪れ、加藤市長に結果報告を行いました。

駅前交流プラザ「よろーな」で開催。サンタクロース
と子ども達との交流やスイーツフェア、ハンドベルコ
ンサートなどが行われ、にぎわっていました。

17団体が出店した販売コーナーのほか、野菜の重さ当
てクイズ、試食コーナー、もちつきなど様々なイベン
トが行われ会場を盛り上げました。

市ホームページ「フォトでおしらせ」、市公式ｆａｃｅｂｏｏｋ

でもまちの話題をお知らせしています。ぜひご覧ください。

市ホームページ「フォトでおしらせ」、市公式ｆａｃｅｂｏｏｋ

でもまちの話題をお知らせしています。ぜひご覧ください。

南、東、西の３保育所でそれぞれ開催。保

護者がお手伝いに訪れ、子ども達はつきた

てのおもちを食べて笑みがこぼれていました。

　12月３日(火)にＶ・プレミ

アリーグ(バレーボール)の新

人内定選手が発表され、旭川

実業高校女子バレーボール部

主将の奥山優奈さんがＮＥＣ

レッドロケッツに入団するこ

とが内定しました。

　奥山さんは風連地区出身。

ママさんバレーをやっていた

母の影響で小学２年生のとき

にバレーボール少年団に入団

し、バレーを始めました。

　中学校３年生のときに北海

道選抜に選出。

　高校では、１年生のときに

センター、２年生からはレフ

ト、昨年夏の高校総体(インターハイ)後はセッターに転向。

セッター歴はまだ浅いですが、練習を積み重ねたこと、持ち

前の潜在能力の高さ、さわやかな笑顔でチームを引っ張り、

春の高校バレー北海道大会などの

大会でチームを優勝に導きました。

　

▲ＮＥＣ入団が内定した奥山さん

▲サーブを打つ奥山さん

　(旭川実業高校提供)

奥山さんから入団について

コメントをいただきました

　自分の目標であり、夢だっ

たのでとても嬉しいです。今

まで関わってくれたすべての

人に感謝しています。入って

からが勝負なので、たくさん

のことを学び、吸収して活躍

できるように頑張ります。
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およそ50人の関係者が出席。代表して五十嵐正幸氏は
「地域のために有効利用していきたい」とあいさつ。
本市初であるメガソーラー施設の完成を祝いました。

道内外から男子95人、女子16人がエントリー。選手た

ちのアーチ合戦が展開され、男子は下川町出身の岡部

孝信選手、女子は吉泉賀子選手が優勝しました。

市民13人が参加。名寄地区手打ちそば愛好会が講師と

なり、水まわし、こね、のばし、切る、ゆでるまでの

工程を教わりました。

名寄出身の３選手(谷田・滝ケ平・吉川)が同選手権で

優勝し、日本代表としてアジア大会に出場します。名

寄庁舎を訪れ、加藤市長に優勝報告を行いました。 

豊かな人間性や考える力を育むことを目的として市立
図書館が主催。市内各校から推薦のあった129点の中
から学年ごとに入選者が決定しました。

男女共同参画の意識を広げていくことを目的に、マン

ガ「だめんず・うぉ～か～」の作者である倉田真由美

さんを招き、講演やグループ討論を行いました。
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23 平成26年1月号

申し込み申

風 風連庁舎（　01655③2511）

名 名寄庁舎（　01654③2111）

と　き　１月９日（木）

            10:30～16:00

ところ　名寄商工会議所

完全予約制　0166（72）5004

社会保険事務相談窓口

     夜間納税窓口

と　き　１月２７日（月）

        　 17:30～19:30

ところ　名寄庁舎２階

　　　　税務課納税係

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
３
月
末

ま
で
の
期
間
、
市
民
の
体
力
づ
く

り
・
健
康
増
進
を
目
的
に
浅
江
島

公
園
内
に
歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス(

外

周
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
）
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
場
所

　
浅
江
島
公
園
内
（
西
13
南
２
）

▼
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

　
降
雪
状
況
な
ど
に
よ
り
、
不
定

期
で
コ
ー

ス
の
整
備

作
業
を
行

い
ま
す
。

整
備
中
は

ご
利
用
い

た
だ
け
な

い
場
合
が

あ
り
ま
す

の
で
、
ご

了
承
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
コ
ー
ス
の
南
側
に
隣
接

す
る
サ
ン
ピ
ラ
ー
館
は
、
落
雪
の

危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
寄
ら

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
周
辺

の
道
路
な
ど
に
駐
車
せ
ず
、
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
コ
ー
ス
に
は
歩
く
ス
キ

ー
用
の
溝
（
カ
ッ
ト
）
を
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
犬
の
散
歩
な
ど
、

目
的
外
の
使
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
歩
く
ス
キ
ー
の
貸
し
出
し

　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
歩
く
ス

キ
ー
用
具
を
無
料
で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

　
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
（
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
０
１
６
５
４
②
２
２
１
８

　
　

問 問い合わせ

申し込み申

風連庁舎（　01655③2511）風 

名寄庁舎（　01654③2111）名 

まり公周し▼▼

問 問い合わせ

暮らしのリサイクル

市長室開放事業を
開催します

（10：00～16：00）

不用になった家庭用品などを紹介
します。お気軽にお電話ください。

　　名寄消費者協会　
　　01654③5630

　 ・　 企画課秘書係
　  　　３階（内線３３０４）

▼対　象　市民または市民が組織

　する団体やサークルなど

▼開催日時（土日祝は除く）

　1月7日(月)～31日(水)

　9：00～17：30の20～30分

　※市長の公務を優先します

▼懇談場所　地域活動やまちづく 

　りの話､市政への要望・疑問など

※個人的な要望・相談・苦情・宗

　教に関する意見、書面による要

　望の提出、または懇談にふさわ

　しくないと判断される場合、お

　断りさせていただきます。

問

問

名

定員

申

　
冷
え
込
み
が
厳
し
い
時
期
に
な

る
と
、
給
水
管
が
凍
結
し
破
損
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
水
抜
栓
を

操
作
し
て
給
水
管
の
中
に
残
っ
て

い
る
水
を
抜
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
長
期
間
家
を
空
け
る
時
や
、

冷
え
込
み
の
厳
し
い
夜
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
家
庭
へ
引
き
込
ま
れ

た
給
水
管
の
修
繕
は
、
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
凍
結
に
よ
る
破
損

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
水
道
管
の
凍
結
や
漏
水
を
発
見

し
た
時
に
は
、
名
寄
市
管
工
事
業

協
同
組
合
（
　
０
１
６
５
４
②
１

１
４
０
）
に
修
理
業
者
の
手
配
を

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

▼
１
月
の
検
針
に
つ
い
て

　
１
月
３
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▼
冬
期
の
検
針
の
お
願
い

　
冬
期
は
積
雪
に
よ
り
水
道
メ
ー

タ
ー
が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
検
針
を
行
う
た
め
に

メ
ー
タ
ー
付
近
の
除
雪
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
上
下
水
道
室
業
務
課

　
　
３
階
（
内
線
３
３
６
１
〜

　
　
　
　
　
３
３
６
３
）

平成２６年名寄消防出初式のご案内
▼とき・ところ　１月１３日(月)

　【出初式】１４：００　西３条本通　南５丁目～南６丁目の間

　　※１３：３０～１５:００の間交通規制を行います。

　　　市民の皆さまには大変ご迷惑をおかけします。

　【式　典】１５：００　グランドホテル藤花

▼内　容　観閲、登梯、表彰ほか

▼問い合わせ　上川北部消防事務組合名寄消防署

　　　　　　　　０１６５４③３３１９

浅
江
島
公
園
歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
ま
す

水
道
凍
結
に
ご
注
意
を

問

問名

豊
西
小
学
校

大外回り

約７００ｍ

大外回り

約７００ｍ

遊戯広場

サンピラー館

中心広場

多目的広場

市
民
文
化

セ
ン
タ
ー

駐
車
場

駐
車
場

高齢者事業団

落雪注意

40

迂
回
路

通
行
止

３
条
通

駅前通

周辺地図周辺地図

○ゆずります
　●２枚合わせ毛布（シングル）
　●ガラステーブル
　●ベビー用体重計
　●ベビー布団一式
　●デザインセット（中学教材）
　●電動ウォーキングマシン
　●座卓
○ゆずってください
　●ダイニングテーブル
　●下川商業高校男子制服
　 （腹囲76～80）
　●産業高校男子制服
    （165・170・175）
　●アップライトピアノ
　●ラジカセ
　●チャイルドシート
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保
育
所
入
所
児
を

募
集
し
ま
す

【
新
年
度
入
所
申
し
込
み
】

▼
申
込
期
限
　
２
月
28
日
(金)

▼
申
込
先
　
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど

も
未
来
係
（
名
寄
庁
舎
２
階
13
番

窓
口
）

▼
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
と
平
成

25
年
中
の
所
得
に
対
す
る
所
得
税

額
が
わ
か
る
も
の(

源
泉
徴
収
票
ま

た
は
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど)

▼
定
　
員

※
入
所
希
望
先
の
保
育
所
に
つ
い

　
て
、
児
童
の
年
齢
に
よ
り
ご
希

　
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

※
新
規
入
所
児
の
年
齢
に
よ
り
、

　
予
定
人
員
が
増
減
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

▼
産
休
・
育
休
明
け
の
入
所
予
約

　
円
滑
な
入
所
を
行
う
た
め
、
予

約
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

保
育
所
で
の
事
業

　
市
内
保
育
所
で
は
、
次
の
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽｢

さ
く
ら
ん
ぼ
」

　
東
保
育
所

　
　
０
１
６
５
４
②
５
６
８
３

▽｢

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ｣

　
名
寄
大
谷
認
定
こ
ど
も
園

　
　
０
１
６
５
４
⑧
７
７
１
１

▽｢
こ
ぐ
ま｣

　
風
連
さ
く
ら
保
育
園

　
　
０
１
６
５
５
③
２
３
７
８

▼
一
時
保
育
事
業

　
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
対
象
に
東
保
育
所
、
大
谷

認
定
こ
ど
も
園
、
風
連
さ
く
ら
保

育
園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
直
接

保
育
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
延
長
保
育
事
業

　
す
べ
て
の
保
育
所
で
18
時
か
ら

19
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
病
後
児
保
育
事
業

　
２
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
対
象
に
名
寄
大
谷
認

定
こ
ど
も
園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
・

　
　
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
未
来
係

　
　
２
階
（
内
線
３
２
４
１
）

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
平
成
26
年
度
第
１
学
期
生
（
４
月

入
学
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
開
講
科
目
　
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど

▼
出
願
期
間
　
２
月
28
日
(金)
ま
で

　
　
放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン

　
　
タ
ー

　
　
０
１
１(

７
３
６)

６
３
１
８

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　
１
１
０
番
は
事
件
・
事
故
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
に
警
察
へ
緊
急

通
報
す
る
た
め
の
電
話
で
す
。
電

話
に
出
た
警
察
官
の
質
問
に
慌
て

ず
落
ち
着
い
て
正
し
く
答
え
て
く

だ
さ
い
。

　
市
内
で
の
携
帯
電
話
を
含
む
す

べ
て
の
１
１
０
番
通
報
は
、
旭
川

本
部
で
受
理
さ
れ
ま
す
の
で
、
警

察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き
る

よ
う
に
そ
の
場
所
の
住
所
や
付
近

の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を
正
し

く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
急
を
要
し
な
い
相
談
や
紹
介
な

ど
は
、
警
察
相
談
電
話
「
♯
９
１

１
０
」
ま
た
は
警
察
署
や
交
番
・

駐
在
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
１
１
０
番
の
正
し
い
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
名
寄
警
察
署

　
　
０
１
６
５
４
②
０
１
１
０

問

問

問

問

名

名

定員

申

　　 　保 育 所 名

西保育所(西6北4)

南保育所(西6南9)

東保育所(東5南3)

70人

90人

60人

定員

風連さくら保育園
（風連町西町284）

名寄大谷認定こども園
（西５南２）

60人

60人

｢テレビ出演を…」にご注意を！

最近の劇場型詐欺の手口

　悪質業者は、「未公開株詐欺」の認知度が高まってきたことを逆手に取り、次の

ように連絡してきます。「未公開株詐欺の被害者としてテレビ番組に出演してほし

い。出演してくれたら、あなたの保有する未公開株を買い取る」さらに公的機関を

かたり、「未公開株に関する注意喚起を行っている」と連絡して来て「あなたに連

絡してきた未公開株の買い取りの話は信用できる」と助言してきます。

消費者へのアドバイス

・見ず知らずの業者から突然かかってくる勧誘の電話は信用

　しないようにしましょう。

・不審な勧誘があった場合は、あわてて書類を返送したり、

　お金を払ったりしないでください。

・公的機関が特定の業者を「この業者は信用できる」などと言ったりしません。

・判断に迷ったり、不審な勧誘があった場合は、送られてきた書類に記載された電

　話番号ではなく、消費生活センターにご相談ください。

　　　　　　　

ご心配なときは消費生活センターにお問い合わせください。　

問い合わせ　消費生活センター　 01654②3575

消費生活センター通信

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

お
知
ら
せ

【
医
療
費
通
知
の
送
付
を
希
望
さ

れ
る
方
へ
】

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま

に
、
健
康
医
療
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
医
療
費

を
半
年
ご
と
に
ま
と
め
た
「
医
療

費
通
知
」
を
ご
希
望
の
方
へ
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
次
回
の
発
行
は
３
月
で
す
（
平

成
25
年
７
月
〜
12
月
の
医
療
費
が

対
象)

。

　
今
後
、
新
た
に
発
行
を
ご
希
望

の
方
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
電
話
だ
け

で
手
続
き
が
で
き
ま
す)

。

　
　
市
民
課
国
保
高
齢
医
療
係

　
　
１
階
（
内
線
３
１
１
８
）
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問

問 問い合わせ申し込み申 風 風連庁舎（　01655③2511）名 名寄庁舎（　01654③2111）

名

自
衛
官
の
募
集

▼
種
目
・
募
集
資
格

①
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

　
平
成
26
年
７
月
１
日
現
在
で
18

　
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

②
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

　
平
成
26
年
７
月
１
日
現
在
で
18

　
歳
以
上
で
国
家
資
格
な
ど
を
有

　
す
る
方
（
資
格
に
よ
り
53
歳
未

　
満
、
55
歳
未
満
の
方
）

※

保
有
す
る
国
家
資
格
な
ど
に
よ

　
り
異
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　
１
月
８
日
(水)
〜
４
月
２
日
(水)

　※

締
切
日
必
着

▼
試
験
日

　
４
月
11
日
(金)
〜
15
日
(火)
の
間
の

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　
　
名
寄
出
張
所(

西
１
南
９)

　
　
０
１
６
５
４
②
３
９
２
１

　※

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
志
願
票
を

　
　
用
意
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
・
27
年
度
の

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国

民
の
皆
さ
ま
に
国
有
林
野
の
役
割

や
現
状
に
つ
い
て
幅
広
く
情
報
提

供
し
、
意
見
・
要
望
の
声
を
管
理
・

経
営
に
活
か
し
て
国
有
林
野
を
開

か
れ
た｢

国
民
の
森
林｣

と
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
「
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ま
た

は
北
海
道
森
林
管
理
署
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北
海
道
森
林
管
理
署
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
↓
政
策
情
報
↓
事
業
概
要
↓
国

有
林
モ
ニ
タ
ー

　
　
上
川
北
部
森
林
管
理
署

　
　
０
１
６
５
５
④
２
５
５
１

　
復
職
を
希
望
す
る
看
護
師
の
技

術
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
て
研
修

を
行
い
ま
す
。

　
復
職
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
２
月
６
日
(木)
、
７
日

(金)▼
と
こ
ろ
　
市
立
総
合
病
院

▼
対
　
象
　
看
護
師
・
准
看
護
師

の
免
許
を
お
持
ち
で
、
現
在
仕
事

を
さ
れ
て
い
な
い
方
（
就
職
を
前

提
と
し
た
研
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん)

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

▼
募
集
期
間
　
１
月
６
日
(月)
〜
24

日
(金)

▼
研
修
内
容
　
①
医
療
安
全
②
感

染
管
理
③
看
護
技
術
（
Ｍ
Ｅ
器
機

の
取
り
扱
い
・
救
急
蘇
生
・
採
血
・

静
脈
注
射
・
筋
肉
注
射
な
ど
）

　
　
市
立
総
合
病
院
看
護
部

　
　
０
１
６
５
４
③
３
１
０
１

　
　(

内
線
１
７
１
２
）

名
寄
市
国
民
健
康
保
険
　

高
額
療
養
費
の
支
給
手
続
き

　
１
カ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
、
限
度

額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と

し
て
、
後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
の
世
帯
に
は
、
受
診
月
か

ら
約
３
カ
月
後
に
手
続
き
の
案
内

を
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
に
は
領

収
書
が
必
要
で
す
の
で
紛
失
し
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
で
医
療
費
控

除
を
受
け
る
場
合
は
、
12
月
支
払

分
ま
で
が
申
告
対
象
で
す
。

　
12
月
診
療
分
の
高
額
療
養
費
の

支
給
手
続
き
は
、
２
月
下
旬
に
案

内
予
定
で
す
が
、
医
療
費
控
除
で

領
収
書
を
使
用
す
る
際
は
、
払
い

戻
し
の
手
続
き
が
済
ん
で
か
ら
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
民
課
国
保
高
齢
医
療
係

　
　
１
階
（
内
線
３
１
１
４
〜

　
　
　
　
　
３
１
１
６
）

問

問

問

問

ところ　駅前交流プラザ｢よろーな｣２階　　
　　名寄消費生活センター(東1南7)
①消費生活相談　９:15～16:00
　と　き　月～金曜日
②市民相談　９:15～16:00
　と　き　月～金曜日
③無料法律相談　11:00～
　と　き　　１月12日（日）
　　　　　　２月２日（日）
　※事前予約が必要です
④行政相談　13:00～16:00
　と　き　　１月９日（木）
　　　　　　２月13日（木）　
⑤結婚相談
　と　き　第１金曜日 17:30～19:00
　　　　　その他の金曜日 13:00～15:00
　①　　　　01654②3575
　②～⑤  　 01654③2111（内線3616）

■労働相談　８:45～17:30
　と　き　月～金曜日
　ところ　名寄庁舎３階
　　　　　営業戦略課労働相談所
　　　　　　01654③2111
■人権相談　８:30～16:30
　と　き　月～金曜日
　ところ　旭川地方法務局名寄支局
　　　　　　01654②2349
■心配ごと相談（24時間）
　と　き　月～金曜日
　ところ　総合福祉センター
　　　　　　01654②3968
■教育相談ハートダイヤル
　９:00～17:00
　と　き　月～金曜日
　ところ　児童センター
　　　　　　01654③1000

▼社会福祉のために

　○つばさ一実歌謡教室みのり会

　　(中野　克己代表)

▼文化活動のために

　○有限会社三喜屋洋品店

　　(中尾　公一代表取締役、

　 　中尾　浩会長）

▼南相馬市のために

　○麻生町内会婦人部

　　(客野　みつゑ部長）

▼市立総合病院のために

　○医療法人社団たに内科クリニック

　　(谷　光憲院長）

　○医療法人社団岡崎内科

　　(岡崎　賢子理事）

▼市立図書館のために

　○名寄市図書納入組合

　　(高橋　能朗理事長）　

　
　

ご寄附
ありがとうございました

（順不同・敬称略）

ご寄附
ありがとうございました

（順不同・敬称略）

市
立
総
合
病
院
で
潜
在
看
護

師
再
就
業
支
援
研
修
を
開
催

し
ま
す

除
雪
機
で
の
事
故
を
防
ご
う

　
毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
際
は

次
の
点
に
注
意
し
、
正
し
く
、
安

全
に
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
㈳
日
本
農
業
機
械
工
業
会
　

　
　
除
雪
機
安
全
協
議
会

　
　
０
３
（
３
４
３
３
）
０
４
１
５

　
　

雪かき棒を使って人がいる時は
使わない

作業中は周りに人を

近づかせない。

作業の時以外は必ず

エンジンを止める。

後進する時は足元や

後方の障害物に気を

つける。

雪詰まりを取る時は

エンジンを止めて雪

かき棒を使う。

エンジンをかけた
まま離れない

後方注意
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名寄市役所名寄庁舎　〒096-8686 北海道名寄市大通南１丁目１番地　 　 FAX 01654②5644 01654③2111

 01655③2511名寄市役所風連庁舎　〒098-0507 北海道名寄市風連町西町196番地１　 FAX 01655③2510
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月 January

土金月日 火 木水

・運転免許更新時講習会
　優良18:00
　違反19:00

・運転免許更新時講習会
　優良13:00
　一般14:00

・運転免許更新時講習会
　初回14:00
　一般17:30

元日

成人の日

・教育相談センター
　夜間相談日
　17:45～20:45

・教育相談センター
　夜間相談日
　17:45～20:45

児

児

児

児

児

児

・一緒に遊びまShow！
　2013冬　10:00～

・一輪車教室 10:00～
・本のよみきかせと工作
　13:30～

・一輪車教室 10：00～
・本のよみきかせ
　13：30～

・本のよみきかせ
　13:30～

ス
・初打ちソフトテニス
　大会

ス
・第9回中学1・2年生
　ソフトテニス大会

ス

・高校バスケットボール
　ウィンターフェスティ
　バル名寄大会
 （13日まで）

ス

・第6回トータルメンテ
　ナンス杯ソフトバレー
　ボール大会 ス

・名寄ゲートボール協会
　新年交礼初打ちゲート
　ボール大会

ス

・名寄新聞社杯兼市民
　フットサル大会
 （26日まで）

・ふうれん新春交礼会
　10:00～

・2014輝け！
　なよろもちつき大会
　風連庁舎 10:00～
　名寄庁舎 10:45～

・2014新年交礼会
　12:00～(藤花)　　　　

・小中学校
　２学期始業式

・名寄消防署出初式
　14:00～

・平成26年名寄市成人式
　14:00～(藤花)

・風連消防団出初式
　14:00～

・木星観望会(13日まで)
　17:00～20:00
　(天文台)

・小中学校冬季休業
　(19日まで)

・第41回新春こども
　書き初め広場
　9:00～ ・冬休みの工作

　｢まんげきょう｣作り
　10:00～(図書館本館)

・新春書き初め・墨絵
　詩書講座　13:00～
　

ふ

ふ

文

文文

文

・夜間納税窓口
　17:30～19:30
　名寄庁舎２階税務課

なよろ国際
雪像彫刻大会
ジャパンカップ

なよろ国際
雪像彫刻大会
ジャパンカップ

★と　き 
　２月６日(木)
　　～９日(日)
★ところ　南広場

★と　き 
　２月６日(木)
　　～９日(日)
★ところ　南広場

～　　　　　　　～～　　　　　　　～
なよろ雪質日本一
フェスティバル
なよろ雪質日本一
フェスティバル

第４１回第４１回

平成26年1月1日発行　第94号

7 965 8 10

1614 1513 18
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2522 23
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19 2120

26

1 432

27 31

　

文 …市民文化センター　ス …スポーツセンター  北

北

 …北国博物館　児 …児童センター よ …駅前交流プラザ｢よろーな｣

ふ …ふうれん地域交流センター

・｢広報なよろ｣
　２月号配布予定日

24

　小学生 １６時　中学生 １８時

　高校生 ２１時

児童生徒補導協議会(小中高等学校)

児童生徒の帰宅時刻のお知らせ

市からのお知らせ、イベント情報などを紹介して

います。

【放送】毎週月～金曜日

　　  8:10～　　12:30～　　17:10～

※防災時には災害・緊急情報をお知らせします

●人口 29,556人(-13) ●世帯数 14,477世帯(-21）

●男    14,364人(-7)   ●女 　　15,192人(-6）

●外国人登録者 68人(-1）※（　）は前月末比

風連陶芸センター陶芸教室

■と　き 1/２３(木)

①9:00～12:00 ②13:00～16:00 ③18:00～21:00

■費　用　粘土代１Kg２００円

■持ち物　エプロンなど

■申し込み・問い合わせ　

　　風連陶芸センター　　01655③2743

詳しくは

お問い合わせください

要予約

2 3

ひとのうごき　平成25年11月末日現在 

Ａｉｒてっし　で市からのお知らせ放送中 

1

風連スキー場オープン
　風連スキー場は平均斜度１１度の初心者向けのスキー

場。ゲレンデでは、子ども達がスキーやスノーボード、そ

りを楽しむ姿が見られたほか、オープン初日の１４日は今

年で６回目となる１１月に無料回収したスキー・スノーボ

ード用品の提供会が行われました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１２月１４日撮影）

西保育所おもちつき西保育所おもちつき
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